令和6年5月28日
会　　員　御中
一般社団法人富山県トラック協会
事　務　局

運賃等交渉状況に関するアンケート
（協力依頼）
平素は当協会の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、昨年来より国土交通省や公正取引委員会、中小企業庁による通報窓口設置、調査・指導が強化されており、4月からは「標準的な運賃」が改正されるなど、荷主企業においても運賃水準引き上げや取引環境改善の必要性について理解が進んできております。
一方、交渉結果について「交渉をうまく進められない」「希望額に満たなかった」等の声をいただいており、交渉時に使用する県内事業者のアンケートデータを要望する意見をいただいております。
そこで今回、今後の荷主交渉での参考資料としていただくため、県内会員事業者を対象に別紙のとおり運賃等交渉状況についてアンケートを取り纏めることといたしました。
つきましては、6月14日（金）までに別紙にご記入いただきFAX（076-495-1600）にて返信をお願いいたします。本アンケートは荷主交渉やメディアへ業界動向を周知する際に使用する重要なものとなりますので、可能な限りご回答いただきますようお願いいたします。
また、ご回答いただいた方には後日、郵送またはメールにて結果をご報告いたします。


担当：野田、大井

FAX　076-495-1600　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　締切　6月14日（金）
運賃等交渉状況に関するアンケート別　紙

（令和5年度分）
本アンケートは、令和5年4月から令和6年3月までの荷主交渉における結果について記入してください。令和6年4月以降の交渉状況については対象外となります。
	会社名
	

	担当者名
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	


	回答

	



あてはまる番号をの中に記入し、金額や率は数字を記入して回答してください。

1. 貴社について
	回答

	


（1）本社の位置
①県内本社　　　②県外本社
	回答

	


（2）売上が最も多い取引形態
①直荷主（直接取引）　　　②元請事業者（下請け取引）	
（3）取扱いが最も多い品目
①穀物　　②生鮮食品　　③加工食品　　④飲料　　⑤材木　　⑥砂・砂利等鉱産品
⑦鉄鋼等金属素材・製品　　⑧建築資材　　⑨セメント等　　⑩ガソリン等石油製品
⑪化学性原料　　⑫医薬品　　⑬化学製品　　⑭紙・パルプ　　⑮繊維素材・製品
	回答

	


⑯日用品　　⑰印刷物　　⑱プラスチック製品　　⑲ゴム製品　　⑳精密機械
㉑家電製品　　㉒自動車　　㉓廃棄物　　㉔宅配便　　㉕その他（　　　　）
	回答

	


（4）令和5年度中に運賃値上げの交渉の有無
①実施した（問2.へ）　　　②実施していない
（5）運賃値上げの交渉をしなかった理由（複数回答可）
	回答

	


①荷主の経営状況を考慮　　②契約が打ち切られる可能性を考慮
③交渉する人材がいない　　④その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
（問3.へ）

2. 運賃等値上げ交渉状況について
（1）交渉の結果（複数回答可）
①運賃の値上　　②待機時間料、積込・取卸料、附帯業務料の値上
③有料道路利用料の値上　　④燃料サーチャージ改定又は収受　　⑤特殊車両割増の収受
⑦その他の費用の値上または導入（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回答

	


⑧現状維持　　⑨いずれかにおいて値下げ
（2）交渉結果の割合（全荷主の何％が値上げに応じたか）
　　　　　％
（3）最も運賃引き上げ額または率が大きかった取引（運賃等が最も上がった取引）
　　　　　　　円または　　　　　　　％
（4）最も運賃が少ない取引における標準的な運賃に対する収受率
　　　　　％　　（例：標準的な運賃が10万円の場合で運賃が5万円の場合50％）
（5）売上への影響予想額（増加予想額）
　　　　　％
（6）交渉の際に提示した運賃
	回答

	


①標準的な運賃　　②標準的な運賃を参考にした自社計算の運賃
③再計算せず金額または値上げ率　　④その他（　　　　　　　　　　　　）
3. 取引環境改善の交渉状況について
	回答

	


（1）取引環境改善の交渉の有無
①実施した　　　②実施していない（問4.へ）
（2）交渉の結果（複数回答可）
	回答

	


①待機時間削減の協力　　②積込・取卸作業の荷主側負担
③ドライバーの施設利用　　④その他（　　　　　　　　　　　　）　　⑤現状維持
	回答

	


4. 従業員の賃上げ状況について
（1）令和5年度中に従業員の賃金引上げの有無
①実施した　　　②実施していない
（2）賃金引上げの額または率
平均で　　　　　　　円又は　　　　　　　％
5. 今後の荷主交渉において必要だと感じる取組（自由記入）


ご協力ありがとうございました。
